
はだの議会だより 平成 27年（2015 年）５月10日（日）  第 216 号〘4〙

　

歳
出
で
は
、
市
債
残
高
の
縮
減
に
取

り
組
ん
で
き
た
効
果
に
よ
り
、
公
債
費

が
減
額
と
な
る
が
、
高
齢
化
の
進
行
に

伴
う
、
介
護
、
医
療
な
ど
の
扶
助
費
と

各
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の

大
幅
な
増
額
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
財

政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。　
　
　

　

平
成
27
年
度
は
、
「
出
産
・
子
育
て

施
策
」
、
「
地
域
経
済
活
性
化
施
策
」
、

「
安
全
・
安
心
で
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
施
策
」
の
３
つ
の
施
策
を
柱
に

「
ふ
る
さ
と
秦
野
の
輝
く
未
来
を
創
造

す
る
た
め
、
果
敢
に
挑
む
予
算
」
と
し

て
編
成
さ
れ
て
い
る
。

　

歳
入
は
、
景
気
が
緩
や
か
な
回
復
傾

向
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
人
市

民
税
は
増
収
と
な
る
が
、
固
定
資
産
税

が
評
価
替
え
と
新
築
家
屋
の
減
少
に
伴

い
減
収
と
な
る
た
め
、
市
税
全
体
で
は
、

前
年
度
に
比
べ
１
億
円
減
額
の
２
３
２

億
２
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
税
収
不
足
を
補
う
普
通
交
付
税

は
18
億
円
を
見
込
み
、
臨
時
財
政
対
策

債
は
18
億
６
０
０
０
万
円
を
発
行
す
る

と
し
て
い
る
。

　平成27年度の「一般会計予算」と「水道事業会計予算」そし
て「国民健康保険事業」、「下水道事業」、「介護保険事業」、「後
期高齢者医療事業」の４特別会計予算の各議案は、３月４日の
本会議で 24人の委員で構成する予算特別委員会を設置し、付託
しました。同委員会は、11日、12日、16日そして 18日に各分
科会、26日に座長報告と採決を行い、それぞれ原案のとおり可
決しました。

（以下質疑、討論などの要旨を掲載）

文 教 福 祉
分 科 会
福 祉 部
こ ど も 健 康 部
教 育 部

都 市 建 設
分 科 会
建 設 部・ 都 市 部
下水道部・水道局

環 境 産 業
分 科 会
環 境 産 業 部
農業委員会事務局

一
般
会
計

ふるさと秦野の輝く未来を創造する予算ふるさと秦野の輝く未来を創造する予算
～平成 27 年度予算を審議・原案可決～

会 　 計 　 区 　 分 平成 27年度 平成 26年度 増 減 額 前年度比

一 般 会 計 488億8000万円        466億1000万円        22億7000万円 4.87％

水 道 事 業 会 計 32億7900万円 33億5400万円 △7500万円 △2.24％

国 民健康保険事業
特 別 会 計 226億5600万円 193億5900万円 32億9700万円 17.03％

下水道事業特別会計 74億1000万円 69億8300万円 4億2700万円 6.11％

介護保険事業特別会計 107億6700万円 106億8300万円 8400万円 0.79％

後期高齢者医療事業
特 別 会 計 17億6700万円 16億5700万円 １億1000万円 6.64％

計 947億5900万円 886億4600万円 61億1300万円 6.90％

総 務
分 科 会
政策部・市長室
財務部・くらし安心部
会計課・監査事務局
選挙管理委員会事務局
議会事務局・消防本部

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て

問　
国
か
ら
平
成
27
年
度
中
の
策
定
を

求
め
ら
れ
て
い
る
地
方
版
総
合
戦
略
に

つ
い
て
、
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
と

整
合
を
図
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
思

う
が
、
策
定
に
向
け
た
考
え
方
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
国
の
総
合
戦
略
に
盛
り
込
ま
れ
た

「
政
策
５
原
則
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

本
市
の
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に

即
し
た
５
カ
年
の
目
標
や
施
策
を
ま
と

め
て
い
き
た
い
。

意
見　
新
東
名
高
速
道
路
（
仮
称
）
秦

平成２７年度各会計予算額

野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
周
辺
の
土
地
利
用

や
、
弘
法
山
を
は
じ
め
と
し
た
観
光
資

源
の
活
用
な
ど
、
本
市
の
魅
力
や
地
域

資
源
を
生
か
し
た
戦
略
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
の
記
念
品
贈
呈

に
つ
い
て

問　
出
身
地
や
応
援
し
た
い
自
治
体
に

寄
附
で
き
る
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

お
い
て
、
高
額
な
記
念
品
の
贈
呈
が
、

全
国
的
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
本

市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
在
、
１
万
円
以
上
の
寄
附
者
に
、

金
額
に
応
じ
て
、
本
市
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
品
を
選
定
し
、

贈
呈
し
て
い
る
が
、
今
後
も
良
識
の
範

囲
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
本
市
へ
の
寄
附
を
拡
大
さ
せ
る

た
め
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
記

念
品
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
の
趣
旨
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
無
理
な
都
市
間
競
争
は

避
け
て
ほ
し
い
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

問　
平
成
27
年
度
予
算
に
お
け
る
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
、
赤
字
と
な
っ

て
い
る
が
、
決
算
時
に
赤
字
を
圧
縮
す

る
な
ど
、
黒
字
化
で
き
る
よ
う
運
営
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
方
法
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
赤
字

額
は
約
７
億
６
０
０
０
万
円
で
あ
る
が
、

新
た
な
国
庫
補
助
金
の
活
用
、
入
札
に

よ
る
事
業
費
縮
減
な
ど
に
よ
り
、
市
債

発
行
額
を
抑
制
し
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
の
黒
字
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

問　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
は
、
生

活
困
窮
者
の
自
立
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
２
つ
の
事
業
を
必
須
事
業
と

定
め
て
い
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
自
立
相
談
支
援
事
業
は
、
秦
野
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
生
活
困
窮
者

の
支
援
か
ら
自
立
ま
で
を
包
括
的
・
継

続
的
に
支
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
住

居
確
保
給
付
金
支
給
事
業
は
、
現
在
、

離
職
者
を
対
象
に
住
宅
支
援
給
付
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
継
続

し
て
い
き
た
い
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
支
援
に
つ
い
て

問　
障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
、
市
民

が
安
心
し
て
成
年
後
見
制
度
を
利
用
で

き
る
体
制
を
、
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て

い
く
の
か
。

答　
市
民
や
関
係
機
関
か
ら
の
相
談
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
総
合
的
に
受
け
止
め
、

支
援
を
行
う
中
核
的
機
関
と
し
て
、
秦

野
市
成
年
後
見
利
用
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
。
そ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

秦
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
業
務
委
託

し
て
い
き
た
い
。

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
に
つ
い
て

問　
妊
娠
、
出
産
か
ら
育
児
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
た
め
、
新
た

に
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
支
援
の
体
制

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
妊
娠
初
期
か
ら
の
関
わ
り
に
重
点

を
置
き
、
父
母
の
不
安
や
負
担
に
つ
い

て
、
き
め
細
や
か
な
相
談
や
支
援
が
行

え
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

西
中
学
校
体
育
館
と
西
公
民
館
等
の
複

合
化
に
つ
い
て

問　
こ
の
事
業
は
、
公
共
施
設
再
配
置

計
画
の
シ
ン
ボ
ル
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

複
数
の
施
設
を
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
敷
地
お
よ
び
施
設
の
効
率
的
・
効

果
的
な
活
用
を
図
る
も
の
で
あ
る
が
、

業
者
の
選
定
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
競
争
入
札
に
よ
り
、
業
者
を
決
定

す
る
の
で
は
な
く
、
設
計
か
ら
施
工
、

維
持
管
理
、
運
営
に
至
る
ま
で
の
事
業

の
計
画
に
関
す
る
提
案
を
公
募
し
、
候

補
者
を
選
定
す
る
公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
と
す
る
。

問　
公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
、
市

民
や
議
会
の
意
見
の
反
映
が
難
し
い
と

思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答　
候
補
者
の
提
案
を
踏
ま
え
、
事
業

内
容
な
ど
の
調
整
時
や
契
約
締
結
後
、

具
体
的
な
設
計
業
務
に
入
る
際
、
地
域

住
民
や
議
会
に
説
明
す
る
機
会
を
設
け
、

意
見
の
反
映
に
努
め
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
研
究
実
践

事
業
に
つ
い
て

問　
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
や
、

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

を
図
る
た
め
、
新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
制
度
を
導
入
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
保
護
者
や
地
域
住
民
と
学
校
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
役
割
と
し
て
、
臨

時
的
任
用
職
員
を
配
置
し
、
保
護
者
や

地
域
住
民
の
参
画
を
得
な
が
ら
、
学
校

の
運
営
や
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

…市政を大きく左右する「予算」は、議会での審議の中でも非常に重要な議案となります。平成27年度予算の審査では、議長を除く全議員で構成する「予算特別委員会」を設置し、常任委員会を基調とする分科会により、各常任委員会が所管する部局別の審査を行いました。

は
だ
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
環

境
整
備
に
つ
い
て

問　
平
成
27
年
度
に
、
は
だ
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
に
よ
る
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
利
便
施
設
の
実
施
設

計
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
概
要

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
富
士
山
や
丹
沢
の
眺
望
を
生
か
し
、

市
民
を
は
じ
め
、
ハ
イ
カ
ー
な
ど
が
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
施
設
と
し
て
、
露
天

風
呂
、
飲
食
が
で
き
る
広
間
、
売
店
な

ど
を
備
え
た
施
設
を
計
画
し
て
い
る
。

要
望　
実
施
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
は

だ
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
売
電
に
影

響
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
足
湯
の
整
備
や
施
設
の

景
観
な
ど
も
考
慮
し
、
地
元
の
声
を
多

く
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

粗
大
ご
み
資
源
化
事
業
に
つ
い
て

問　
粗
大
ご
み
の
資
源
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
木
質
製
品
の
チ
ッ
プ

化
事
業
に
加
え
、
新
た
に
布
団
・
毛
布

も
対
象
と
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
自
己
搬
入
さ
れ
る
布
団
・
毛
布
の

う
ち
、
品
質
に
問
題
が
な
い
も
の
を
対

象
と
し
、
取
り
出
し
た
羽
毛
や
綿
の
リ

サ
イ
ク
ル
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
焼
却

ご
み
の
減
量
と
循
環
型
社
会
の
確
立
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
高
齢
者
世
帯
は
、
家
具
類
な
ど

の
粗
大
ご
み
を
玄
関
先
ま
で
運
ぶ
こ
と

が
難
し
い
た
め
、
家
の
中
か
ら
の
運
び

出
し
を
含
め
た
新
た
な
戸
別
収
集
シ
ス

テ
ム
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

「
秦
野
の
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
」
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

問　
地
産
地
消
弁
当
の
販
売
や
、
た
ば

こ
祭
で
の
出
店
な
ど
を
通
し
て
地
産
地

消
の
推
進
に
貢
献
し
て
い
る
「
秦
野
の

農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
」
に
対
す
る
今
後
の

支
援
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
地
産
地
消
の
推
進
を
目
的
と
し
た

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
加
工
所
や
飲

食
ス
ペ
ー
ス
を
は
だ
の
じ
ば
さ
ん
ず
な

ど
に
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
再
度
、

関
係
団
体
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

商
店
街
空
き
店
舗
等
活
用
事
業
に
つ
い

て問　
平
成
26
年
度
に
、
こ
の
事
業
の
補

助
金
を
活
用
し
て
開
業
し
た
店
舗
は
２

店
舗
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

な
ど
、
新
規
開
業
者
を
増
や
す
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
27
年
度
は
、
補
助
金
の
審
査
時
期

を
開
業
直
後
ま
で
と
し
、
応
募
者
の
利

便
性
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
補
助
制
度

の
利
用
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

御
師
（
お
し
）
の
郷
「
蓑
毛
」
ま
ち
歩

き
コ
ー
ス
整
備
事
業
に
つ
い
て

要
望　
蓑
毛
の
歴
史
と
文
化
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
コ
ー
ス

で
あ
る
が
、
休
憩
に
適
し
た
場
所
が
な

い
た
め
、
コ
ー
ス
上
に
八
重
桜
も
楽
し

め
る
よ
う
な
休
憩
場
所
を
整
備
し
て
ほ

し
い
。

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
再
編
整
備
後
の
管

理
に
つ
い
て

問　
平
成
27
年
度
に
お
い
て
、
園
路
や

広
場
の
整
備
、
駐
車
場
の
多
目
的
広
場

化
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を

実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
管
理
体
制
の
強

化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
を
含

め
た
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
管
理
は
、

４
つ
の
部
署
で
行
っ
て
い
る
が
、
管
理

区
分
が
不
明
確
で
あ
り
、
緊
急
の
場
合

や
休
日
の
対
応
な
ど
が
不
十
分
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
27
年
度
に
は
陸
上
競
技

場
の
入
口
付
近
に
管
理
事
務
所
を
建
設

し
、
28
年
度
か
ら
一
元
管
理
と
し
て
い

き
た
い
。

要
望　
公
園
内
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
、
整
備
終
了
前
に
し
っ
か
り
と

確
認
し
、
設
置
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
及
び
上
地
区

乗
合
自
動
車
に
つ
い
て

問　
利
用
者
の
乗
り
こ
ぼ
し
対
策
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
平
成
26
年
４
月
に
国
の
道
路
運
送

車
両
の
保
安
基
準
が
緩
和
さ
れ
た
た
め
、

同
年
10
月
か
ら
渋
沢
駅
・
秦
野
赤
十
字

病
院
ル
ー
ト
に
14
人
乗
り
車
両
を
１
台

導
入
し
た
と
こ
ろ
、
一
度
も
乗
り
こ
ぼ

し
は
発
生
し
て
い
な
い
。
今
後
も
運
行

事
業
者
と
協
議
し
、
14
人
乗
り
車
両
の

導
入
を
進
め
て
い
き
た
い
。

討

論
コミュニティ・スクールの取り組みは
（写真はひまわり運動の様子）

社会福祉協議会にある相談窓口
（はだの地域福祉総合相談センター）

蓑毛に設置された常夜燈




